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笑顔で歩む ふれあいの道

　10月31日（金）、横手北中学校３年生の生徒が市内の福祉
施設や保育園、駅、公園などで、交流や清掃などのボランティ
ア活動を行いました。これは、「だれかのために」生徒たちが
できる活動を行おうと企画したもので、社会福祉協議会では福
祉施設での受け入れを調整しました。
　始めは緊張気味だった生徒たちですが、徐々に笑顔も出るよ
うになり、ご利用者との交流や車イスの清掃など、最後まで意
欲的に取り組んでいました。（写真は平寿苑での歩行訓練の様子）



　
「
学
校
か
ら
地
域
に
元
気
を
あ
げ
た
い
」「
地
域
か

ら
元
気
を
も
ら
い
た
い
」
そ
の
想
い
か
ら
平
成
二
十

三
年
度
に
始
ま
っ
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ひ
ま
わ

り
の
栽
培
な
ど
を
通
じ
た
地
域
と
の
交
流
活
動
で

す
。

　

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
地
域

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
無
事
花
が
開
い
た
こ
と
、
地

元
の
中
学
校
美
術
部
の
協
力
を
得
な
が
ら
児
童
と
保

育
園
の
園
児
と
の
ひ
ま
わ
り
絵
画
展
を
開
催
し
た
こ

と
、
収
穫
し
た
種
で
作
っ
た
ひ
ま
わ
り
油
を
小
中
学

校
の
給
食
に
使
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
の
関
わ
り
方

や
友
だ
ち
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
感
想

を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ひ
ま
わ
り
油
を
自
ら
の
手
で
地
元
の
朝

市
で
販
売
し
、
そ
の
収
益
を
地
域
の
福
祉
施
設
へ
贈

る
計
画
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
地
域
と
の
交
流
の
輪

が
益
々
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　本年度「福祉教育活動推進支援事業」に取
り組まれている浅舞小学校の５年生児童に同
校の「ひまわりプロジェクト」について発表
していただきました。

福祉教育活動実践発表
市立浅舞小学校

最後には歌も披露していた
だくなど、会場に元気が伝
わる発表となりました。

応募総数対 象 小学生（４～６年生）、中学生 3,191作品

福祉（しあわせ）の標語入選者・作品平成26年度 〈敬称略〉

３ 社協だより

小学生の部 えがおテーマ中学生の部 福祉に関することテーマ

佐 藤 　 輝さん（市立横手北中学校２年）
中学生の部　最優秀賞

この町を 笑顔の花で いっぱいに
佐 藤 正 弥（市立十文字第一小学校５年）最優秀賞

受け取った えがおのバトン 広めよう
髙 橋 楓 音（市立増田小学校６年）優 秀 賞

えがおがね ちいきの人の エネルギー
高 橋 星 哉（市立浅舞小学校５年）優 秀 賞

えがおって 言葉がなくても 伝わるね
原 田 麻 央（市立横手南小学校４年）優 秀 賞

思いやり みんなに笑顔の 花が咲く
髙橋 ひより（市立朝倉小学校６年）優 良 賞

つなげよう みんなの笑顔 未来まで
佐 藤 龍 生（市立吉田小学校５年）優 良 賞

思いやり えがおで声かけ たすけあい
林 崎 慧 大（市立横手南小学校４年）優 良 賞

支えあう 心でつながる 地域の輪
佐 藤 　 輝（市立横手北中学校２年）最優秀賞

ボランティア 心も街も 美しく
須 藤 里 菜（市立横手北中学校２年）優 秀 賞

さしのべた この手がだれかの しあわせに
佐 藤 永 遠（市立増田中学校１年）優 秀 賞

つながりを 育む言葉 ありがとう
菅 原 久 吾（市立十文字中学校３年）優 良 賞

君の手が 未来を支える 希望の手
鎌 田 　 韻（市立横手南中学校１年）優 良 賞

小さな手 みんなでつなげば 大きな輪
高 橋 未 佑（県立横手清陵学院中学校１年）優 良 賞

　難しいテーマでしたが、小さ
な想いがつながって大きな輪に
なり、みんなが幸せになればと
考えながら作りました。地域の
行事に参加すると、みんなのつ
ながりを感じるので、地域の輪
が大切だなぁと感じています。

佐 藤 正 弥 さん（市立十文字第一小学校５年）
小学生の部　最優秀賞

　自分が暮らす町が好きで、み
んなが「えがお」になるような
標語を作りたいと思いました。
家族や友だち、スポ少の仲間の

「えがお」を思いながら作って
いたら、自分も自然と「えがお」
になりました。

２社協だより

みんながつくる みんなの福祉をめざして
　

十
月
九
日（
木
）、
秋
田
ふ

る
さ
と
村
ド
ー
ム
劇
場
に
お

い
て
「
第
10
回
横
手
市
社
会

福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
社
会
福

祉
の
向
上
に
ご
貢
献
さ
れ
た

皆
様
の
表
彰
や
福
祉
教
育
活

動
推
進
支
援
指
定
校
に
よ
る

実
践
発
表
の
ほ
か
、
大
船
渡

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
岩
手

県
）
の
常
務
理
事
兼
事
務
局

長 

奥
山
行
正
様
よ
り
、
東
日

本
大
震
災
時
の
状
況
や
現
在

の
復
興
状
況
に
つ
い
て
の
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ま
ん
さ
く
」
の
会

〈
敬
称
略
〉

佐
々
木
孝
志
（
雄
物
川
）　

備
前
雄
一
（
大　

森
）

稲
葉
盛
榮
（
大　

森
）　

柴
田
宏
明
（
十
文
字
）

堀
田
　

隆
（
増　

田
）　

小
笠
原
眞
理
（
雄
物
川
）

細
谷
　

昇
（
平　

鹿
）

被
表
彰
者
・
受
賞
団
体
（
一
部
）
を
８
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰［
伝
達
］

黒
澤
チ
ヱ
子
（
横　

手
）　

高
階
泰
子
（
横　

手
）

鈴
木
正
志
（
横　

手
）　

太
田
久
雄
（
横　

手
）

佐
藤
英
夫
（
横　

手
）　

山
中
ヨ
シ
子
（
横　

手
）

瀬
畠
玲
子
（
横　

手
）　

加
藤
悦
子
（
横　

手
）

山
田
吉
男
（
横　

手
）　

村
田
榮
治
（
横　

手
）

内
藤
郁
子
（
増　

田
）　

林
　

健
悦
（
十
文
字
）

柏
谷
順
治
（
十
文
字
）

横
手
城
南
高
校
銀
杏
同
窓
会
大
森
支
部
（
大　

森
）

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰［
功
労
］

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

長年にわたり社会福祉の分野でご活躍
されている皆様を表彰いたしました。

大船渡市社協の奥山様より、現地
で実際に対応されている方だから
こそできる貴重なお話をいただき
ました。

介紹ごの者彰表被
　

昭
和
五
十
四
年

の
結
成
よ
り
福
祉

施
設
な
ど
で
清

掃
や
タ
オ
ル
た
た

み
、
タ
オ
ル
の
寄

贈
な
ど
の
奉
仕
活

動
を
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
団
体
で

の
活
動
以
外
に

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
様
々
な
機
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
会

員
も
お
り
、
地
域
の
福
祉
増
進
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

横
手
城
南
高
校
銀
杏
同
窓
会
大
森
支
部（
大
森
）

　

昭
和
六
十
年
、
現
在

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

へ
と
つ
な
が
る
市
内
で
初
の
学
童
保
育
を
開
設

し
、
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
支
援
に
努
め
ら
れ
た

ほ
か
、
長
年
に
わ
た
り
福
祉
員
や
い
き
い
き
サ
ロ

ン
の
代
表
世
話
人
と
し
て
精
力
的
に
地
域
の
福
祉

活
動
を
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

加
藤
悦
子
さ
ん

（
横 

手
）

　

農
家
の
お
母
さ
ん
た

ち
の
肩
腰
の
痛
み
を
緩

和
し
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
楽

し
い
体
操
を
考
案
し
、
そ
の
指
導
者
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表

世
話
人
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
藤
郁
子
さ
ん

（
増 

田
）

第10 回  横手市社会福祉大会
後援：横手市・市民生児童委員協議会・市共同募金委員会



支え「あい」みんなの心に「あい」あふれ５ 社協だより

干し柿づくり
秋の味覚を楽しむために

　10月31日（金）、雄水苑においてご利用者の
皆さんと秋の味覚「干し柿」づくりを行いまし
た。干し柿にする柿は、ご利用者様のご自宅か
らのいただきもの。毎年この時期になると色鮮
やかな柿をお届けいただいております。
　干し柿づくりの作業に取り掛かると、皆さん
慣れた手つきであっという間に皮をむき終わ
り、その柿は秋空の下に列をなして並びました。
　吊るされたおいしそうな柿を前に、ご利用者
の皆さんに食べごろを尋ねてみると「目で見て、
手で触れてみての勘だね」とのことで、その見
極め方を教えていただきました。今後も経験豊
富な皆さんに教わりながら、様々な企画を考え
ていきたいと思います。

一番おいしい食べごろを確認しています

　
「
と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
プ

ー
」
に
よ
る
昔
語
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
巧
み
な
語
り
口

に
参
加
者
は
そ
の
世
界
へ
と

引
き
込
ま
れ
、
童
心
に
返
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

社
協
職
員
が
「
爪
も
み
体

操
」
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

自
律
神
経
を
整
え
免
疫
力
の

向
上
に
も
つ
な
が
る
体
操
で
、

参
加
者
か
ら
は
い
つ
で
も
簡

単
に
で
き
る
と
好
評
で
し
た
。

　

座
談
会
を
開
催
し
、
町
内

の
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
し
た
。今
後
、こ
の
マ
ッ

プ
を
活
用
し
て
、
見
守
り
活

動
や
緊
急
時
の
対
応
を
進
め

る
予
定
で
す
。

サロンい いき き

11.４ 火

杉沢地区いきいきサロン

砂子田地区いきいきサロン

五日町いきいきサロン

雄水苑

情 報

わたしの

 まちの

横　手

大　森

平　鹿

９.25 木

11.11火

十文字

ふれあい農園・
収穫作業

増田

ネットワーク会議・
認知症に関する研修

る
こ
と
が
不
安
な
高
齢
者
や
知
的
障

が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
な
ど
。

◆
サ
ー
ビ
ス
内
容
／
本
事
業
の
契
約

後
、
生
活
支
援
員
が
次
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
…
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
ご
利
用
で
き

る
よ
う
、
情
報
提
供
や
利
用
手
続
き

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

②
日
常
的
金
銭
管
理
…
日
常
生
活
で
必

要
な
お
金
の
出
し
入
れ
や
公
共
料
金

等
の
支
払
い
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

③
書
類
等
の
お
預
か
り
…
預
貯
金
通
帳

や
印
鑑
、
証
書
な
ど
の
大
切
な
書
類

等
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

◆
利
用
料
／
相
談
対
応
な
ど
は
無
料
で

す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合

は
一
、五
〇
〇
円
か
か
り
ま
す
。
た

だ
し
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

は
無
料
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
／

　

本
部 

地
域
福
祉
課
（
県
南
地
区
福

祉
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

☎
36

－

５
３
７
７

　

ま
た
は
最
寄
り
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　

雄
水
苑
で
は
「
清
拭
用
タ
オ
ル
」
を

ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
で
か
が
る
作
業
を
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

生
地
と
糸
は
こ
ち
ら
で
準
備
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
／

　

雄
水
苑 

管
理
係 

☎
22

－

４
５
６
１

ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
募
集

支えあい みんなで作る 明るいちいき ４社協だより

輪気愛相スポーツ交流会
スポーツの秋に“わきあいあい”とマップの効果を実践で確認

住民支えあいマップを活用した避難訓練

　南郷地区で11月に避難訓練が行われること
から、同地区の区長さんに「住民支えあいマッ
プ」の活用を提案させていただきました。すで
にマップは作成されていましたが、“ 災害 ” を
想定した場合、まだ情報不足もあり、10月19
日（日）に区長さんをはじめ地区の役員や福祉
関係者、消防団の方々と、災害時に必要なマッ
プの検討や更新を行いました。
　更新の際には、避難支援が必要な方や支援者
など、マップ上のお宅に色を塗って一目でわか
るようにしたほか、適切な避難支援ができるよ
う対象となる方の身体状況を把握しました。
　こうして作成したマップの情報を関係者間で
共有し、11月８日（土）の避難訓練では、迅速
な避難誘導へとつながりました。

　10月19日（日）、さかえ館を会場に身体・知
的・発達などに障がいのある方々と市内のボラ
ンティア、学生によるスポーツ交流が行われま
した。
　参加者約120名が６チームに分かれての対抗
戦。中には複雑な種目もありましたが、学生の
リーダーを中心にみんなで協力しあいながら、
和気藹々とした中で競技が行われました。
　競技のほかにも、ボランティア手づくりの芋
の子汁などを堪能した昼食や、午前中の競技以
上に白熱したビンゴゲームなど、バラエティに
富んだ交流会となりました。
　今回の交流会にたくさんの賞品提供をいただ
いた皆様、また企画や当日の運営にご協力いた
だいた皆様に心より感謝申し上げます。

みんなで協力しあいゴールをめざしました

地域の情報把握により円滑な避難誘導ができました

全　市山　内

ひろば

お
知
ら
せ

ノ
ー
ト

お
知
ら
せ

ノ
ー
ト

横手

安田原下町徘徊見守り訓練

大雄

デイサービス・紅葉見学

　

降
雪
期
間
に
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い

者
世
帯
等
の
除
雪
活
動
に
参
加
い
た
だ

け
る
方
・
団
体
・
企
業
等
を
随
時
募
集

し
ま
す
。

◆
活
動
時
期
／
お
よ
そ
十
二
月
～
三
月

の
降
雪
期
間
中（
随
時
）

※
活
動
日
は
調
整
の
う
え
連
絡
し
ま
す
。

◆
活
動
内
容
／
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い

者
世
帯
等
の
家
屋
周
辺
・
敷
地
内
な

ど
で
の
除
雪
作
業

◆
活
動
条
件
／
除
雪
作
業
を
行
う
こ
と

が
可
能
で
社
協
に
登
録
さ
れ
た
個

人
、
機
関
、
団
体
、
学
校
な
ど
。

　
　

な
お
、
活
動
に
あ
た
っ
て
は
必
ず

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
の
保
険
に
加
入
い

た
だ
き
ま
す
。（
条
件
に
合
う
場
合

は
社
協
が
保
険
料
を
全
額
負
担
）

◆
除
雪
用
具
／
原
則
と
し
て
ス
ノ
ー
ダ

ン
プ
や
ス
コ
ッ
プ
は
持
参
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
／

　

本
部
地
域
福
祉
課 

☎
36

－

５
３
７
７

除
雪
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
募
集

　

自
分
一
人
で
の
判
断
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
方
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援

助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
利
用
対
象
者
／
自
分
一
人
で
判
断
す

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
お
知
ら
せ
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す
が
、
住
民
自
ら
が
地

域
の
た
め
に
活
動
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
専
門

機
関
で
行
う
活
動
と

は
ま
た
違
っ
た
温
か
さ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
温

か
さ
こ
そ
が
地
域
の
つ

な
が
り
を
生
む
大
切
な

存
在
で
あ
り
、
私
た
ち

は
そ
の
活
動
を
支
え
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

本 

部　

地
域
福
祉
課

　

髙 

橋　

栄
美
子　

　

私
た
ち
は
、
高
齢
者
団
体
や
障
が
い
者
団
体
な
ど

の
事
務
局
を
担
っ
て
お
り
ま
す
が
、
会
議
や
活
動
の

事
務
を
担
当
す
る
だ
け
の
一
方
的
な
関
わ
り
方
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
社
協
で
は
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
各
団
体

や
会
員
を
通
じ
て
、
地
域
の
問
題
や
課
題
に
関
わ
っ

た
り
、
各
種
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、

お
互
い
の
活
動
を
支
え
あ
う
大
切
な
“パ
ー
ト
ナ
ー
”

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
団
体
で
は
、
地
域
の
見
守
り
活
動
や
支

援
活
動
、
各
分
野
の
相
談
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

地
域
福
祉
活
動
日
記

11 月７日（金）、遺族連合会の会議に出席し、
研修会の打ち合わせなどを行いました。

横手福祉センター
指定居宅介護支援

事業所

山内福祉センター
指定居宅介護支援

事業所

横手福祉センター及び
山内福祉センターの

指定居宅介護支援事業所には
次の　　　に自信があります。

社協の事業所紹介

オラほの

　ご利用者様とそのご家族のお話や“心の声”をよく聴
き、心身の状態にあった介護サービスを提案するなど、
生きがいのある生活と負担軽減のために応援させていた
だいています。

◆所在地…横手市卸町５番10号
◆電話…33－8668　◆FAX…33－8778
◆営業日…月～土曜日（12/29～1/3を除く）
◆営業時間… 8：30～17：30

◆所在地…横手市山内土渕字鶴ヶ池31番地３
◆電話…53－3207　◆FAX…53－3024
◆営業日…月～金曜日（祝日・12/29～1/3を除く）
◆営業時間… 8：30～17：30

心通う相談相手として自信あり！
横手福祉センター指定居宅介護支援事業所

ご利用いただいており
ます伊勢十三様（横手・
上真山）のご家族様より
感想をいただきました。
「日頃のお話を聞いて
もらうとすっきりしま
す。本人にあったサー
ビスも提案してもらい
助かっています」

　皆様が安心して暮らせるためには、必要なときに
必要なサービスをすぐに利用できることが大切だと
考え、皆様の声に迅速に対応できる体制でサービス
を提供しています。

フットワークに自信あり！
山内福祉センター指定居宅介護支援事業所

ご利用いただいてお
ります照井和吉様・
トシ様ご夫婦（山内・
駅前）より感想をい
ただきました。
「わからないことも
あるので、色々教え
てもらいありがたい
です」

７ 社協だより

ありがとうございました
平成26年９月１日～10月31日受付分善意

● 雄物川民謡同好会 様
● 大森町コーラス「蕗」様
● 雄川ハーモニカサークル 様
● 雄物川地域老人クラブ連合会 様
● 雄物川相撲甚句声友会 様
● 朝友会 様

【大森福祉センター受付】
● よこて市商工会女性部 様

【十文字福祉センター受付】
● おはなしぽぽポ 様
● 浅舞感恩講保育園 様
● 玉川遠州流植田 様
● 梅若梅道 様
● 仁井田番楽保存会 様
● 横城小町 様
● あやめ会 様

【山内福祉センター受付】
● 山内地域老人クラブ連合会 様

【大雄福祉センター受付】
● 横　井　フサ子 様（平　柳）
● 新日本舞踊扇佳流扇好会 様
● ブルーサルビア 様
● 舞踊・華の会 様

【平寿苑受付】
● 柴　田　ヒ　デ 様（田ノ植）　
● スミセイコーラスゆきんこ 様
● 樽見内地域資源保全委員会 様
● 樽見内保育園 様
● 田中ボランティアグループ 様
● 平寿苑草刈隊 様
● 傾聴ボランティアささやき 様

● アンダンテの会 様
● 横手北中学校３年生 様

【雄水苑受付】
● 四　関　タマ子 様（上西野）
● 佐　藤　圭　子 様（東　里）
● 南小学校４年生 様
● 傾聴ボランティアひまわり 様
● 雄物川地域老人クラブ連合会 様
● アンダンテの会 様
● 横手北中学校３年生 様

【憩寿園受付】
● 熊　谷　秋　夫 様（梨　木）
● 伊　藤　光　夫 様（増田・縫殿）
● 神　原　　　實 様（西上町）
● 植田小学校 様
● 新古内高齢者クラブ 様
● 第一生命労働組合 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● 横手市シルバー人材センター
　　　　　　　　　十文字支所 様
● 横手北中学校 3 年生 様

【横手福祉センター受付】
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 久　米　富　治 様（旭　川）
● 石　割　俊　昭 様（大　町）
● 高　橋　正　子 様（秋田市）
● よこて父ちゃんの楽校 様
● 横手南中学校生徒会 様
● 平鹿総合病院 様
● 朝友会 様
● 新日本舞踊扇佳流優扇会 様
● 演歌クラブ会 様
● 大森女性コーラス 様
● ひばり歌謡会 様
● 横手歌謡会 様
● よこて市商工会女性部 様
● 金沢保育園 様
● 三門流かまくら舞踊会 様
● 金沢民謡同好会 様
● 詩吟 様
● 横手市勤労者互助会女性部 様
● 横手城南高校銀杏同窓会横手支部 様
● おはなし大すきの会 様

【増田福祉センター受付】
● 後　藤　　　勇 様（昭和通）

【平鹿福祉センター受付】
● よねや浅舞店 様

【雄物川福祉センター受付】
● 高　橋　富　男 様（神谷地）
● 小　西　万里子 様（今宿上第一）
● 遠　藤　亮　次 様（大森・峠町）

広報発行回数の関係上、紙面への掲載が遅れますことを
ご容赦願います。

※「善意」の受付は、横手市社会福祉協議会各福祉セ
ンター・施設で行っております。

※善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、
ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹
介しております。

次号１月１日号には「夢」をテーマとした作品を掲載します。（募集終了）
今年も残りわずかとなりましたが、皆様の作品で彩る「ふくし川柳」を来年もよろしく
お願いいたします。皆様にとって幸多き年となりますように。

●

バ
チ
の
音
が
風
に
流
れ
て
肌
に
触
れ

●

あ
り
が
と
う
な
か
な
か
で
な
い
も
ど
か
し
さ

●

ふ
れ
あ
い
は
心
と
心
の
通
い
あ
い

福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

テーマ

ふれあい・
交流

特
別
編

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
号
で
は
、ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
九
月
二
十
一
日
開
催
）

の
「
ふ
く
し
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
中
か
ら
優

秀
作
品
五
点
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
っ
て
え
が
お
あ
ふ
れ
る
つ
ど
い
の
ば

松　

井　

恵　

子
さ
ん
／
横　

手

最
優
秀
賞

声
合
わ
せ
輝
く
み
ん
な
太
陽
だ

五
十
嵐　

範　

子
さ
ん
／
増　

田

秋
ば
れ
に
心
も
は
ず
む
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

佐　

藤　

て
る
子
さ
ん
／
雄
物
川

優
秀
賞

青
空
で
老
い
も
若
き
も
楽
し
け
り

ペ
ン
ネ
ー
ム 

ゆ
み
ち
ゃ
ん
／
横　

手

言
葉
よ
り
行
動
起
こ
し
さ
さ
え
あ
う

ペ
ン
ネ
ー
ム 

ヤ
マ
ち
ゃ
ん
／
横　

手

優
良
賞

そ
の
他
の
作
品
も
数
点
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

南
小
学
校
４
年
生
児
童
よ
り
、
自
分
た

ち
が
栽
培
し
販
売
し
た
ス
イ
カ
の
売
り

上
げ
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。



こ
の「
横
手
市
社
協
だ
よ
り
」は
、
社
協

会
費
と
共
同
募
金
の
配
分
金
を
活
用
し

て
発
行
し
て
い
ま
す

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手市社会福祉協議会本部
横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー

TEL.36－5377
TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー
大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009

大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園

TEL.52－3311
TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail shakyou5@agate.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

この広報に関するご意見ご感想をお待ちしております。

８社協だより

ふ し 人く な たち

地域で福祉活動や地域貢献活動などを行っている個人、団体、企業等の情報をお寄せください。
掲載数等により紙面の大きさが変わることがありますが、皆様の活動を紹介させていただきます。

横手市社会福祉大会 被表彰者・団体の活動から

　朗読ボランティア「まんさく」の会は、平成２
年に旧横手市社協主催の朗読ボランティア養成
講座の修了生を中心に設立され、これまで横手
市報や議会だよりなどを音訳し「声の広報」と
して視覚障がい者の方々にお届けしております。
　「声の広報」は単に記事を朗読するだけでは
なく、季節のあいさつや音楽を入れたり、記事
中の写真が想像しやすいよう解説を入れたりす
るなど、ご利用者のために工夫を積み重ねてき
ました。
　設立24年目を迎えた今年、これまでのカセッ
トテープでの提供に加え、「声の広報」のデジ
タル化としてＣＤによる提供を10月より始めま
した。このデジタル化は、音質の向上や検索機
能の追加など、利便性の向上を目的としており、
会員は昨年度から録音方法などの研修を重ねて
きました。まだその作業に慣れない部分もある
ようですが、「いつも楽しみに声の広報を待っ
てくださる方々のためにがんばります」と、こ
れからも分かりやすく、親しまれる「声の広報」
をお届けするために技術の向上に努められます。

朗読ボランティア
「まんさく」の会（横手）

二
十
年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
ぬ
く
も
り
あ
る

声
を
届
け
て
き
ま
し
た

林　　健 悦さん（十文字）
　『白鳥 健太郎（はくちょう けんたろう）』の
名前でご活躍されている林さんは、「地域が元
気で豊かになってほしい」との想いから、道の
駅十文字をはじめイベントや福祉施設、いきい
きサロンなどで、歌や巧妙なトークにより地域
に元気を届けられています。
　林さんは、定年を迎えた際に「お世話になっ
た地元へ恩返しをしたい」と考え、道の駅十文
字のオープンをきっかけに活動を始め、今年10
月には出演回数が200回に達するなど、これま
で多くの場面で活動されてきました。
　また、子どもたちの「見守り隊」として毎日
通学路に立って安全指導や声かけをされている
ほか、地区の老人クラブ会長として高齢者の福
祉・健康増進に努められるなど、みんなに親し
まれ頼りにされる存在となっています。
　「この命が尽きるまで皆さんの明るい幸せを
願い活動を続けていきます」と、いつも精力的
に活動されている“十文字のエンターテイナー”
林さん。今後もたくさんの元気を地域に届けて
くださることを期待しています。

巧
妙
な
ト
ー
ク
で
い
つ
も
会
場
は
笑
い
に

包
ま
れ
て
い
ま
す


